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４．南部地域 
■地域の特性 

南部地域は，調布駅，布⽥駅，国領駅を中⼼に，市役所や⽂化会館たづくりなどの市全域を対象とし
た公共施設や業務・商業施設が集積し，都市の重要な機能が集中している地域です。 

⼈⼝の状況については，４つの地域の中で最も多く，令和３（２０２１）年度には増加しています
が，４地域の中で最も６５歳以上の⼈⼝割合が⾼くなっています。 

また，⼟地利⽤の状況については，４つの地域の中で，⼟地利⽤⾯積の商業⽤途の構成⽐が約９％と
最も⾼く，住宅⽤途についても約５０％と最も⾼くなっています。 
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人口 

（人） 

世帯数 

（戸） 

人口構成比（％） 

0～ 

14 歳 

15～ 

64 歳 

65 歳 

以上 

東部 58,998 31,151 12.3 66.9 20.8 

西部 41,479 20,894 13.1 65.4 21.5 

南部 83,248 43,810 11.4 65.7 22.8 

北部 49,829 22,502 14.3 63.7 22.0 

全体 233,554 118,357 12.6 65.6 21.9 
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■まちの現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京王多摩川駅の周辺における⼟地
区画整理事業等と合わせた積極的
なバリアフリー化の推進 

防災︓令和元年東⽇本
台⾵での浸⽔被害を踏
まえた災害の防⽌ 

交通︓⼈中⼼の駅前空間の形成 
福祉︓来訪者の多い調布駅周辺
のバリアフリー化の推進 
地域活性化︓映画映像等の地域
資源の有効活⽤ 

環境︓都市農地の計画的な保全 
地域活性化︓⼤規模
映画撮影所の⽴地 

郷⼟博物館の下布⽥遺跡公園の整備 

多摩川緑地公園 防災︓⼤⾬時における
多摩川の浸⽔対策 

環境︓多摩川緑地の保全・活⽤ 

現状    課題 

交通︓鉄道敷地の整備 

国領町⼋丁⽬地区にお
ける利便性の⾼い住環
境の形成に向けた検討 

交通︓京王線連続⽴体交
差事業の完了区間におけ
る都市計画道路の整備 
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■都市施設等現況図 
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■南部地域のまちづくり⽅針 

（１）まちづくりの⽬標 

⾏って⾒たい，住んでみたいまちをつくろう 
〜にぎわいとやすらぎのまち〜 

（２）まちづくりの基本的考え⽅ 

① 地域を特徴付ける拠点をつくる 
都市機能の集積状況，⼟地利⽤現況及び関連する諸計画を踏まえ，調布駅周辺を「中⼼拠点」，
国領駅周辺，布⽥駅周辺及び京王多摩川駅周辺を「地域拠点」，多摩川住宅地区周辺及び国領町
⼋丁⽬地区周辺を「⽣活拠点」，多摩川河川敷を「⽔と緑の拠点」，多摩川河川敷周辺を「防災
拠点」，染地・布⽥地域を「農の⾥」と位置付け，各拠点の育成と強化を図ります。 

② 拠点をネットワークで結ぶ 
鉄道や都市計画道路などを都市の⾻格を成す「交流軸」に，野川及び多摩川の⽔の⾻格を担う河
川を「⽔の軸」，布⽥崖線の連続した緑を「崖線の軸」，⽔と緑の拠点間を結ぶ軸を「緑の連結
軸」として，これらを有機的に連結することにより，各拠点間のネットワークの強化を図ってい
きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【多摩川住宅】 

【調布駅】 【⾓川⼤映スタジオ】 

【多摩川河川敷】 
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（３）将来の地域構造(P163 参照) 

① 「にぎわいとやすらぎ」のあるまちを⽬指した拠点づくり 
中⼼拠点 

＜調布駅周辺＞ 
多摩地域内の主要な⽞関⼝，交通ターミナルにふさわしい広域的な中⼼性を備えた拠点として

位置付け，魅⼒ある市街地の形成を⽬指します。 
駅前広場等のまちなかの公共空間等を活⽤し，多様な世代の活発な交流・活動を促すことで，

エリアの価値・魅⼒の向上やイノベーションの創出を図るとともに，だれもが安⼼して快適に回
遊・滞在できる拠点を形成します。 

道路等の都市基盤施設の整備の推進・促進と市街地再開発事業等による⼟地の有効・⾼度利⽤
を図り，⾏政・商業・業務・⽂化・医療・学術・研究・居住等の⽣活機能がバランスよく整えら
れた，市の中⼼として魅⼒ある市街地を形成します。 

地域拠点 

＜国領駅周辺＞ 
調布駅及び布⽥駅とともに市の中⼼市街地を担う拠点として，既存商店街の活性化を図るとと

もに，商業・業務等の多様な機能の集積により，地域の個性を活かした魅⼒的な拠点を形成しま
す。 
＜布⽥駅周辺＞ 

調布駅及び国領駅とともに市の中⼼市街地を担う拠点として，⽇常⽣活に密着した商業や良好
な住宅環境を保った都市型住居の保全・誘導を図り，拠点としての機能向上を図りつつ，安全で
快適な拠点を形成します。 
＜京王多摩川駅周辺＞ 

地域共⽣社会の充実に向けて，総合的な福祉機能や⽇常に密着した⽣活⽀援機能，駅前居住機
能などを誘導するとともに，⽔害に備えた避難体制の強化，駅周辺の回遊性の向上などを図りな
がら，駅周辺にふさわしい商業を中⼼とした拠点を形成します。 

⽣活拠点 

＜多摩川住宅地区周辺＞ 
⼤規模な建替えにあわせて，地域のにぎわいと安⼼・快適に住み続けられる魅⼒ある居住機能

の向上及び⽣活空間の確保により，良質な住宅による多様な世代が共⽣する⽣活の拠点を形成し
ます。 
＜国領町⼋丁⽬地区周辺＞ 

商業・業務，⽂化，教育，医療，福祉及び都市型住宅等の都市機能の集積を図るとともに，医
療機能・教育機能等のさらなる強化を図り，利便性の⾼い⽣活の拠点を形成します。 

農
みのり

の⾥ 

＜染地・布⽥地域＞ 
豊かな農地環境を活かし，市⺠と農のふれあいの場づくりや⽤⽔路の回復を⽬指すとともに，

屋敷林や社寺林等の緑を保全していくことで，武蔵野の⾯影を感じさせる緑農住が調和した農景
観を形成します。 
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⽔と緑の拠点 

＜多摩川河川敷＞ 
市の魅⼒である豊かな⾃然と景観を将来にわたり守り育てていくとともに，⼈々のふれあいや 

交流・多様な活動の受け⽫となりうる拠点を形成します。 

防災拠点 

＜多摩川河川敷（第２区）周辺及び多摩川河川敷（第３区）周辺＞ 
広域避難場所を中⼼に，安全・安⼼に避難できる拠点を形成します。 

② ⽣活の利便性を確保する交流軸の形成 

交流軸 

＜京王線＞ 
拠点相互の連携及び交流を図り，市内の⽣活利便性を確保するとともに，区部中⼼部等との広

域的な連携強化により，さらなる拠点性の向上に資する軸を形成します。 
＜国領駅周辺から調布駅周辺まで＞ 

京王線地下化後の鉄道敷地を活⽤した緑道等の整備を進め，旧甲州街道とともに中⼼市街地の
回遊性を⽀える，歩⾏者がうるおいややすらぎを感じなから歩いて楽しい軸を形成します。 

＜武蔵境通り及び鶴川街道＞ 
都市間アクセスの強化や経済の活性化に資する軸を形成します。 

③ 南部地域の個性をはぐくむ⾃然を活かした軸の形成 

崖線の軸 

＜布⽥崖線＞ 
崖線緑地の保全等により，美しい景観や⾃然を感じながら回遊できる歩⾏者動線を活かし，⾝

近に緑に親しみ，⽣態系に配慮した脱炭素・循環型のまちづくりの実現に資する軸を形成しま
す。  

緑の連結軸 

＜深⼤寺・神代植物公園周辺と多摩川河川敷を結ぶ軸＞ 
深⼤寺周辺の「⽔と緑の拠点」と，調布駅周辺の「中⼼拠点」，多摩川のオープンスペースの

「⽔と緑の拠点」間において，都市計画道路の整備にあわせた街路樹の植栽等の緑化を推進する
ことで，⼈の流れを伴う⽔と緑の拠点間及び中⼼市街地を結ぶネットワークとしての連続した緑
の軸を形成し，快適でうるおいを感じられる軸を形成します。 

⽔の軸 

＜多摩川＞ 
多摩川と河川敷の緑を感じられる歩⾏者，⾃転⾞道の整備等により，⼈々の活発な活動・交流

を促す軸を形成します。 
＜野川など＞ 

河川沿いの遊歩道等により，⼈の流れを伴う⾝近に⽔に親しめる軸を形成します。 
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（４）実現に向けた施策 

【交通】 
⽅針①︓京王線の地下化に合わせた道路網整備とユニバーサルデザインに配慮した道づくりを推進します 

■対象箇所 調布３・４・１号甲州街道線（甲州街道），調布３・４・４号狛江国⽴線 
調布３・２・６号調布保⾕線（武蔵境通り・鶴川街道），調布３・４・７号喜多⾒国領線 
調布３・４・１０号東京競⾺場線（品川通り），調布３・４・１８号狛江銀座吉祥寺線  
調布３・４・２５号多摩川団地下布⽥線，調布３・４・２６号多摩川三鷹線（三鷹通り）  
調布３・４・２８号品川道天神前線，調布３・４・２９号調布駅南⼝線，調布３・４・３０号調布駅深⼤寺線  
調布７・５・１号調布市役所前線 など 

①-１ 道路ネットワークを形成するため，地域内の都市計画道路の整備を推進・促進します。 
①-２ 京王線連続⽴体交差事業の完了区間において，交差する都市計画道路等の整備を進めます。（調布３･４･２６

号線など）また，調布駅及び周辺施設にアクセスする道路の整備を図ります。 
①-３ 渋滞緩和，防災性の向上，通過交通の抑制など，まちづくりの視点で優先度が⾼い道路から重点的整備を⾏い

ます。 
⽅針②︓きめの細かな⽅策により，安全な道路づくりを推進します 

■対象箇所 主要市道２０号（桜堤通り） など 
※上記道路ネットワークの整備促進に関する全都市計画道路含む（調布３・４・１号線〜調布７・５・１号線） 

②-１ 主要市道２０号線（桜堤通り）等では，良好な⾃然環境・街なみ景観に配慮した道路の整備を⾏うとともに，
桜並⽊等を保全し，安全で快適に歩ける歩⾏者空間を検討します。 

②-２ 都市計画道路の整備に当たっては，ユニバーサルデザインの考え⽅を踏まえ，すべての⼈が使いやすいように，
段差の解消等を検討します。 

②-３ 交通量が多く歩道が狭い道路については，建替えと合わせた壁⾯後退等の都市計画制度等を活⽤し，歩⾏者・
⾃転⾞の安全に配慮した検討を⾏っていきます。また，⾃転⾞の利⽤マナーの向上に向けたルールづくりや意識
啓発等の取組を推進します。 

②-４ 道路空間を有効活⽤するため，都市内におけるオープンスペースとして緑多くゆとりある空間の保全・創出を
⾏っていきます。 

②-５ ⼩学校や中学校周辺の通学路等においては，速度規制の検討など，歩⾏者の安全性を確保し，安⼼して通学で
きる環境を整えます。 

⽅針③︓駅周辺をより使いやすく，にぎわいのある快適な環境に整備改善していきます 
■対象箇所 調布駅周辺，布⽥駅周辺，国領駅周辺，京王多摩川駅周辺 

③-１ 各駅におけるバスと鉄道の移動の円滑化，駐輪場の整備改善を図り，交通結節点としての機能向上を検討して
いきます。 

③-２ 調布駅，布⽥駅，国領駅の駅前広場では，駅利⽤者の利便性とゆとりを兼ね備えた空間を整備し，回遊性・滞
在性の向上を図るとともに，にぎわいや交流の創出に向けた駅前空間の活⽤を推進します。 

③-３ 駐輪場の計画的な整備を検討するとともに，放置⾃転⾞の改善を図るため，公共駐輪場の整備だけでなく，商
店街などへ駐輪場の設置を呼びかけます。 

③-４ 鉄道敷地の活⽤等により，うるおいややすらぎを感じられ，歩いて楽しい歩⾏空間を創出します。 
⽅針④︓道路の使われ⽅に配慮した安全な⽣活道路等の整備を推進します 

■対象箇所 ⽊造住宅密集地域 など 
④-１ 狭あい道路や⾏き⽌まり道路の解消を推進するとともに，街路灯を設置するなど，危険な道路の改善を検討し

ます。 
④-２ ⽣活道路の整備では，あらゆる利⽤者の視点に⽴ち，ユニバーサルデザインの考え⽅を踏まえた整備を進めま

す。 
④-３ ⽣活道路の安全性を確保するため，⾞のスピードを抑制する表⽰や交通安全施設の計画的な更新，外側線等を

明確に表⽰する等，安全⽅策を検討します。 

⽅針⑤︓公共交通体系の充実を促進していきます 

⑤-１ 多摩地域の主要都市間の連携と利便性の向上を図るとともに，ゼロエミッションビークル（ZEV）等の導⼊を
視野に⼊れ，脱炭素社会に向けた公共交通体系の充実を図ります。 

⑤-２ ミニバスを含め地域の回遊性を⾼めるため，社会情勢の変化にあわせ，適切で効率的な運⾏本数の設定につい
てバス事業者と協議し，バス交通の充実を図るとともに，シェアサイクルの活⽤を促進します。 
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【環境】 

       

⽅針①︓必要なところに⾃然環境を残したまちづくりに取り組みます 
■対象箇所 布⽥崖線，主要市道２０号線（桜堤通り） など 

①-１ 布⽥崖線の緑や歴史・⽂化と⼀体となった⾝近な緑の環境資源を保全していきます。 

①-２ 崖線付近の湧⽔を確保するため，⾬⽔の浸透性の向上に努めます。 

⽅針②︓地域にふさわしい公園・緑地の整備と環境維持のための仕組みづくりを考えます 
■対象箇所 下布⽥遺跡，⼋雲台公園 など 

②-１ 下布⽥遺跡などでは，地域の特性に応じて市⺠の憩いの場となる公園・緑地の整備を進めるとともに，持続可
能な維持管理やにぎわい空間の創出等の使い⽅等を検討します。 

②-２ 利⽤者の視点に⽴った安全・安⼼な公園・緑地づくりを推進します。 

②-３ 公園・緑地再編指針等に基づき，⼋雲台公園周辺地区の機能再編に向けた整備を推進します。 

⽅針③︓河川の親⽔化を推進し，安全な憩いの場となる河川環境づくりに取り組みます 
■対象箇所 多摩川，野川 

③-１ 河川の動植物の⽣息環境を守り，⾃然・親⽔に配慮した河川環境を形成します。 

③-２ 野川沿いの美しい桜並⽊の保全を⾏います。 

③-３ 多摩川河川区域内の「武蔵野の路 ⼆⼦・是政コース」では，コースの拡幅を進めるとともに，安全で快適なウ
ォーキングなどが楽しめるよう利⽤環境の向上に取り組みます。 

⽅針④︓都市農業を継続できる仕組みづくりと合わせて，周辺環境と調和した都市農地の保全に取り組み
ます 

■対象箇所 農の⾥（染地・布⽥地域） など 
④-１ 農の⾥などに存する防災や景観保全等といった多⾯的な機能を有する都市農地については，周辺環境と調和す

るように計画的な保全・活⽤の検討を進めます。 

④-２ 農業体験ファーム等の都市農地を活⽤した市⺠と農のふれあいの場づくりに努めます。 

④-３ 武蔵野の⾵景を残す屋敷林の保全を⽀援していきます。 

⽅針⑤︓⾃然とふれあう，⽔と緑のネットワークづくりを進めます 
■対象箇所 調布３・４・１号甲州街道線（甲州街道），調布３・４・１０号東京競⾺場線（品川通り）  

調布３・２・６号調布保⾕線（武蔵境通り），調布３・４・４号狛江国⽴線 
調布３・４・２６号多摩川三鷹線（三鷹通り），調布３・４・２９号調布駅南⼝線 
調布３・４・３０号調布駅深⼤寺線，布⽥崖線，下布⽥遺跡 など 

⑤-１ 崖線や⽂化財と⼀体となった緑を守り，⾝近な⽔辺空間と緑の空間を結ぶ⽔と緑のネットワークを形成してい
きます。 

⽅針⑥︓市⺠・事業者・⾏政（市）による脱炭素・循環型社会の実現に取り組みます 
■対象箇所 調布駅周辺，布⽥駅周辺，国領駅周辺，京王多摩川駅周辺，電気通信⼤学 など 

⑥-１ 市街地における暑熱対策として，公共施設や教育⽂化施設などの屋上緑化，壁⾯緑化やグリーンインフラの考
え⽅を踏まえた取組を推進していきます。 

⑥-２ 道路などの緑化を推進し，にぎわいと環境の調和のとれた都市環境を創出します。 

⑥-３ 地区計画等による都市計画制度や市⺠緑地制度等を活⽤した緑化を推進します。 

⑥-４ コージェネレーションシステム等の⾃⽴分散型エネルギーを導⼊し，通常時のみならず発災後も都市の機能を
維持するよう検討を進めます。 
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【福祉】 

 

⽅針①︓すべての⼈にとって住みやすいまちづくりを推進します 
■対象箇所 調布駅周辺，布⽥駅周辺，国領駅周辺，京王多摩川駅周辺，多摩川緑地，下布⽥遺跡周辺 など 

①-１ 歩道の凹凸をなくし，段差の解消に努めるとともに，休憩できるベンチを設置するなど，安全・快適な道路の
整備に取り組みます。 

①-２ 交通機関相互の結節機能を強化し，すべての⼈の移動の円滑化が図れるように努めます。 

①-３ 駐輪場の設置などの放置⾃転⾞対策により，歩⾏者空間の安全性確保に努めます。 

①-４ ⾼齢者や障害のある⽅が使いやすいミニバスの導⼊など，公共交通機関の充実を図ります。 

①-５ すべての⼈が集える憩いの空間として，広場や公園の整備を推進します。 

①-６ バリアフリー住宅の建設を促進し，すべての⼈が使いやすい住宅の供給を促進します。 

①-７ 京王多摩川駅周辺では，地域共⽣社会の充実に向けて，総合的な福祉の拠点整備を進めます。また，地域特性
を活かした市街地の形成と併せて，商業・医療・福祉機能の⽴地誘導を図るなど，すべての⼈が⾝近な場所で安
⼼して⽣活できるまちづくりを進めます。 

⽅針②︓ユニバーサルデザインをもとに，すべての⼈が安⼼して使える施設の整備を推進します 
■対象箇所 調布駅周辺，京王多摩川駅周辺 

②-１ 既存公共施設や新たに整備する公共施設等では，ユニバーサルデザインの考え⽅を踏まえ，すべての⼈が使い
やすいものとします。 

②-２ 来訪者の⽞関⼝となる調布駅の周辺等における，親しみやすい公共サインの整備等により，市⺠や来訪者の回
遊性の向上を図ります。 

⽅針③︓市⺠と地域と市の協働により，⾼齢者や障害のある⽅など，すべての⼈が安⼼して暮らせるまち
づくりを進めます 

③-１ すべての⼈が利⽤しやすい施設とするため，市⺠と地域と市の協働により，⾼齢者や障害のある⽅などの意⾒
が反映できる仕組みづくりを検討します。 
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【防災】 

          

⽅針①︓防災の拠点となるスペースを確保し，防災機能の⾼いまちづくりを推進します 
■対象箇所 都市計画道路（調布３・４・１号甲州街道線（甲州街道），調布３・４・１０号東京競⾺場線（品川通り） など） 

多摩川河川敷第２区，多摩川河川敷第３区，⽊造住宅密集地域，農地を有し，防災性の維持・向上を図るべき地域 
 など 

①-１ 災害の被害を最⼩限にとどめるため，道路幅員の確保や沿道建築物の不燃化を⾏うなど，延焼遮断機能の向上
を推進します。 

①-２ 避難・救援路となる道路を優先的に整備します。 
①-３ 避難場所としてのオープンスペースの確保や地域間連携及び多様なニーズに応じた避難所等の整備・運営を促

進し，安全・安⼼に避難できる環境の整備を進めます。また，⺠間施設の⼀部スペース等を活⽤し，帰宅困難者
が⼀時滞在できる施設の確保を進めるとともに，避難⽣活に配慮が必要な⾼齢者や障害者等を受け⼊れる福祉避
難所の確保に努めます。 

①-４ 下⽔道施設などライフラインにおいて，予防保全型の維持管理を持続的に進めていくとともに，耐震化等を図
ることで，防災機能の向上を促進します。 

①-５ 防⽕貯⽔槽，防災備蓄倉庫など防災関連施設の充実を図るとともに，適切な管理を⾏います。 

①-６ 公共施設や住宅など建築物の耐震性，不燃性の向上を図ります。 

①-７ ⽊造住宅密集地域や農地を有し，防災性の維持・向上を図るべき地域などの狭あい道路や⾏き⽌まり道路の改善を
⾏い，消防活動困難区域の解消に努めます。 

①-８ 都市防災機能を強化するため，市道については，調布市無電柱化計画に基づき，優先整備路線として位置付け
た路線から無電柱化を進めます。なお，都道及び国道については，無電柱化を促進します。 

⽅針②︓⽔害に強いまちづくりを推進します 
■対象箇所 多摩川，野川，農の⾥（染地・布⽥地域） など 

②-１ 野川・仙川・⼊間川などでは，突発的な豪⾬にも対処できる河川・⽔路環境の整備や，農地の貯⽔機能を活か
した排⽔路や河川への流出の抑制等，洪⽔被害の軽減に向けた取組について検討します。また，内⽔氾濫への対
応として，公共施設の更新に当たっては，⾬⽔貯留・浸透施設の整備について検討します。 

②-２ 公共や⺠間により新たな⼟地利⽤を図る際には，⾬⽔貯留・浸透施設等の⾬⽔流出抑制施設の整備を促進しま
す。 

②-３ 市街化調整区域の保持，農地や緑地の保全など適正な⼟地利⽤を誘導していきます。 

②-４ 京王多摩川駅周辺では，災害ハザードエリア内における災害対応を考慮した公共施設の整備や垂直避難が可能
な備えを進め，⽔防意識の⾼いまちづくりを⽬指します。 

⽅針③︓防災の意識を⾼め，地域連携の充実を図ります 

③-１ 地域の防災意識の向上を図り，⾃主防災組織の設置⽀援等の地域の共助による防災体制づくりを促進し，被災
時の被害拡⼤防⽌に努めます。 
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【住環境】 

⽅針①︓良好な住環境を維持するための規制⼒のあるまちづくりを進めます 
■対象箇所 調布駅周辺，布⽥駅周辺，国領駅周辺，京王多摩川駅周辺，多摩川住宅，国領町⼋丁⽬周辺 

農の⾥（染地・布⽥地域） など 
①-１ 良質な住宅・住環境の確保のため，敷地⾯積の最低限度や壁⾯の位置の制限などに関するルールづくりを積極

的に⾏っていきます。 

①-２ 中⾼層住宅などの建設では，周辺の住環境の悪化を招くことがないように，ルールづくりに取り組みます。 

①-３ 多摩川住宅などは，⽣活の利便性や防災性の向上に向け，多世代が継続して居住できる建替えを含めた⽅策を
検討していきます。 

①-４ ⾼齢者や障害のある⽅に配慮した住宅の供給を⾏うとともに，公益的施設等のユニバーサルデザインについて
も配慮します。 

①-５ 環境との共⽣を図るため，ＺＥＨ等の省エネルギー住宅や宅地内緑化，保⽔機能の向上など，環境に配慮した
住宅の普及拡⼤を促進します。 

①-６ 住宅と⼯場が混在する地域では，地区計画等の都市計画制度等を活⽤し，住宅や⼯場などが共存できる住環境
づくりを促進します。 

①-７ 緑農住が調和したまちづくりを推進します。 

①-８ ⽂教研究施設や⼤規模⺠間施設等と調和を図りながら，良好な住環境を形成します。 

①-９ 情報発信等を通じて，空き家等の発⽣予防や適正管理を促進します。 

⽅針②︓だれもが安全・安⼼に住み続けられる持続可能な住環境の形成を⽬指します 
■対象箇所 ⽊造住宅密集地域 など 

②-１ ⽊造住宅が密集し，狭⼩宅地や⾏き⽌まりの道路が多い地域では，狭あい道路の解消に向けた建替えによる壁
⾯後退や不燃化を促進する等，都市計画制度の活⽤等による改善に向けた検討を進めます。 

②-２ 建築物の耐震性・不燃性の向上を図り，周辺環境と調和した良好な住環境を形成します。また，建築物の敷地
⾯積の最低限度の導⼊等による延焼防⽌等も検討します。 

②-３ 街路灯や防犯カメラの設置等の防犯対策の推進による，安全・安⼼な居住環境の形成を図ります。 

②-４ 適正なマンション管理の推進等により，持続可能な住環境の形成を図ります。 

②-５ ⽼朽化や腐朽化が進み危険な特定空き家については，適切な維持管理を⾏われるよう対策を講じます。 

⽅針③︓地域のふれあいと憩いの場づくりを図ります 

③-１ 空き家等の既存ストックを活⽤し，地域の⽅の居場所となる⾝近なコミュニティ施設の配置を検討していきま
す。 

③-２ 地区協議会等の市⺠団体の活動⽀援等により，地域コミュニティの創出を⽀援し，若者にも魅⼒あるまちの活
性化，幅広い世代が暮らすまちづくりを推進します。 
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【景観】 

 

⽅針①︓武蔵野の⾯影を残す⾃然環境を活かした景観形成を図ります 
■対象箇所 布⽥崖線，多摩川，野川，農の⾥（染地・布⽥地域），主要市道２０号線（桜堤通り） など 

①-１ 豊かな⾃然と武蔵野の⾯影が残る良好な景観を計画的に保全していきます。 

①-２ 地域に残された貴重な⽥園⾵景を計画的に保全していきます。 

①-３ 市⺠活動⽀援等により景観意識の醸成を図るとともに，地区計画等の都市計画制度の活⽤等により，地域の特
性を活かした良好な眺望を後世に伝えていきます。 

①-４ 市⺠参加と協働の仕組みづくりを検討し，河川の⾃然景観を周辺地域とともに⼀体的に保全していきます。 

⽅針②︓歴史的・⽂化的資源を活かした景観形成を図ります 
■対象箇所 常性寺（調布不動尊），国領神社，布多天神，多摩川，都道１１９号線（旧甲州街道） など 

②-１ 豊かな⾃然環境と，歴史的・⽂化的資源の景観形成のネットワーク形成により，交流⼈⼝の増加や回遊性の向
上を図ります。 

⽅針③︓良好な街なみ景観の形成を図ります 
■対象箇所 調布駅周辺，布⽥駅周辺，国領駅周辺，京王多摩川駅周辺，鉄道敷地 

       調布３・４・２９号調布駅南⼝線，調布３・４・３０号調布駅深⼤寺線 など 
③-１ 地区計画等による都市計画制度等の活⽤により，地区の特性に応じた建築物や屋外広告物に関するルールづく

りを進め，良好な街なみ景観を形成します。 

③-２ 建築物の⾼さは，周辺地域と調和するように規制・誘導していきます。 

③-３ 良好な街なみ景観を形成するため，鉄道敷地や駅前広場等の公共空間の整備による緑の保全・創出と都市空間
の向上を図ります。 

③-４ 良好な街なみ景観の形成のため，無電柱化を検討します。 

③-５ 多摩川沿いの開発や建築計画を適切に誘導し，河川の⾃然景観と周辺の住宅地との調和を図ります。 

③-６ ⽔と緑の拠点間をつなぐ都市計画道路沿道等の緑化を図ることで，緑のネットワークとして良好な街路景観を
形成します。 
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【地域活性化】 

  
 
 

  

⽅針①︓地域資源を活⽤し，⽂化・芸術・伝統の⾹り豊かな活気ある地域づくりを⽬指します 
■対象箇所 ⽇活調布撮影所，⾓川⼤映スタジオ，多摩川緑地，グリーンホール など 

①-１ 映画・映像関連資源等を活⽤した地域活性化に取り組むとともに，調布駅前広場等の屋外の公共空間を活⽤し
た様々なイベント・事業を実施し，エリア価値の向上に資する公共空間の新たな活⽤に向けた検討を進めます。 

①-２ 良好な⾃然景観が多く残されている河川敷や神社仏閣，公園などの地域資源を活かしたまちづくりを進め，Ｓ
ＮＳ等を活⽤した魅⼒の発信を推進します。 

①-３ 空き家等の既存ストックの活⽤促進等により，多様な⼈々の交流・活動を促すため，地域の⽅が集う場所づく
りを⽀援します。 

①-４ 市⺠の⽂化芸術活動を育むグリーンホールについては，機能の維持・向上を図るため，機能の在り⽅や規模の
検討を踏まえた再整備を推進します。 

⽅針②︓⾼齢化が進む地域を再⽣し，若年齢層も住みやすい魅⼒あるまちを⽬指します 

②-１ ユニバーサルデザインに配慮した，まちの案内図及びバス停など，多様な⼈々のニーズに対応した，わかりや
すい公共サインの設置を検討します。 

②-２ 地区協議会等の市⺠団体の活動⽀援等により，地域コミュニティの創出を⽀援し，若者にも魅⼒あるまちの活
性化，幅広い世代が暮らすまちづくりを推進します。 

⽅針③︓職住融合のまちづくりを推進します 
■対象箇所 農の⾥（染地・布⽥地域），調布駅周辺，布⽥駅周辺，国領駅周辺，京王多摩川駅周辺，鉄道敷地 

国領町⼋丁⽬周辺 など 

③-１ 市⺠農園や農業体験ファーム等の開設や地産地消の促進など，地域の農業を活かした地域活性化を図ります。 

③-２ 地域に密着した商店街等のにぎわいを維持・向上し，地域の活性化を図ります。 

③-３ ⼤規模商業施設周辺などの住宅と⼯場が混在する地域については，利便性の⾼い活⼒ある複合市街地として，
その育成を図りながら，地区計画等による都市計画制度等を活⽤し，にぎわいとゆとりのある市街地を形成しま
す。 

③-４ 駅周辺の歩⾏者の回遊性の向上を図るため，京王線連続⽴体交差事業後の鉄道敷地の活⽤や都市計画道路，⽣
活道路等の整備を進めます。鉄道敷地とその沿道については，うるおいとやすらぎのある都市空間の形成に向け
た⼟地利⽤を図ることで，「居⼼地が良く歩いて楽しいまちなか」を形成していきます。 

③-５ ⽣活に⾝近な商店が多く⽴地する旧甲州街道の沿道や鉄道敷地を活⽤した緑道等のパブリックな空間に⾯す
る市街地においては，にぎわいやうるおいのある市街地の形成やエリア内における回遊性の向上のため，建築や
景観などのルールづくりに向けた検討を進めます。 

③-６ 新型感染症を契機として多様化した⼈々の働き⽅・暮らし⽅に対応するため，⺠間事業者との連携を図り，シ
ェアオフィスやコワーキングスペースといった働く環境の創出について検討していきます。 

⽅針④︓にぎわいと活⼒ある中⼼市街地の形成を推進します 

④-１ 中⼼拠点及び地域拠点では，地区計画や⽴地適正化計画の適切な運⽤により，業務や商業，⽂化，コミュニテ
ィ，福祉などの多様な都市機能の誘導を図りながら，駅周辺の利便性を活かしたまちづくりを推進します。 
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■将来地域構造図 
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■⼟地利⽤⽅針図 
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■中⼼市街地のまちづくり 

（１）地域の現況 
東⻄に横断する京王線３駅（調布駅・布⽥駅・国領駅）を中⼼に，甲州街道と品川通りに

挟まれた区域を，調布の中⼼市街地として位置付けています。 
当該区域については，平成２４（２０１２）年８⽉，京王線連続⽴体交差事業によって，

京王線の柴崎駅〜⻄調布駅間の約２.８ｋｍと，相模原線の調布駅〜京王多摩川駅間の約０.９
ｋｍの地下化が実現しました。 

調布駅周辺地区では，京王線の地下化により，新たな駅前空間が創出されるとともに，周
辺における市街地再開発事業の実施に伴い，⼤規模商業・業務施設が整備されています。ま
た，京王線地下化後の鉄道敷地を活⽤し，商業施設や歩⾏者空間が整備されています。引き
続き，調布駅前広場の令和７（２０２５）年度の完成，鉄道敷地の令和６（２０２４）年度
の完成に向けて整備を進めていきます。 

布⽥駅及び国領駅周辺地区では，平成２９（２０１７）年度に駅前広場が完成し，ゆとり
とうるおいのある都市空間が創出されています。 

また，周辺の都市計画道路の整備が進んでおり，市街地の南北分断が解消され，駅へのア
クセスの向上や渋滞の解消が図られているところです。 

（２）地域の課題 
都市基盤の整備が進む中⼼市街地では，今後，それらを有効に活⽤していくことが重要です。 

そうした現況を踏まえて，当該地域の課題を整理します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【交通結節点としての機能強化】 
調布駅前広場を中⼼に，⼈々の利便性の向上やにぎわいの創出に資する都市空間として，整

備を推進するとともに，交通結節点としてのさらなる機能強化が求められます。 

【多様な都市機能の集積】 
当該区域の各駅周辺は，調布市⽴地適正化計画に基づく都市機能誘導区域です。中⼼市街地

にふさわしい，魅⼒的で多様な都市機能の誘導を図る区域として，その⽴地特性を活かした⼟
地の有効活⽤・⾼度利⽤を図り，多様な都市機能を集積していくことが求められます。 

【鉄道敷地の有効活⽤】 
京王線の鉄道敷地では，「鉄道敷地整備計画」に基づく緑道の整備等を進めています。今後

は，にぎわいや交流，うるおい，やすらぎを⽣み出す貴重な都市空間として，さらなる整備の
推進が求められます。 

【回遊性・滞在性の向上】 
市内外の多様な⼈々が中⼼市街地を訪れ，地域の経済波及効果を⽣むためには，部分的な集

客だけでなく，⾯的な広がりが重要です。そのため，歩⾏者を中⼼とした動線の在り⽅や周辺
商業地との連続性に考慮しつつ，回遊性や滞在性を⾼めていくことが求められます。 
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（３）⽅針 
前項の課題認識のもと，本計画における拠点の形成⽅針を以下に⽰します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【防災機能の充実】 
「住む」，「働く」，「訪れる」など⼈々の多様な活動を⽀える中⼼市街地では，⼈々の安

全性が確保されていることが重要です。そのため，中⼼市街地の役割・機能を備えつつ，だれ
もが安全・安⼼に過ごせるよう，まちなかの防災機能を⾼めていくことが求められます。 

【環境負荷の低減】 
市は，市議会と共同で，２０５０年までに⼆酸化炭素の排出を実質ゼロにする「ゼロカーボ

ンシティ」を⽬指すことを宣⾔し，温室効果ガスの抑制に向けた取組を進めています。その実
現に向けて，環境負荷の低減に資する地球温暖化対策に配慮した都市づくりが必要です。 

 
⾏政機能，商業，業務，⽂化，医療等の重要な機能が集積し，市政や市⺠⽣活の中⼼となる場所

であり，鉄道乗⾞⼈員が特に多い駅周辺を「中⼼拠点」とします。 

■調布駅周辺（区域マスタープラン︓枢要な地域の拠点） 

中⼼拠点 

 
個性ある多様な都市機能や⽣活に密着した商業等の機能が集積する，地域の核となる中⼼拠点以

外の各駅周辺を「地域拠点」とします。 

■国領駅周辺（区域マスタープラン︓⽣活の中⼼地） 
■布⽥駅周辺（区域マスタープラン︓⽣活の中⼼地） 

地域拠点 

 
東⻄・南北の拠点をつなぎ，活発な交流や地域経済の活性化を⽀える，都市の⾻格を成す鉄道や

都市計画道路による交通動線の軸と，それらを中⼼とした都市空間を「交流軸」とします。 

■京王線 
■国領駅周辺から調布駅周辺まで 

■武蔵境通り及び鶴川街道 

交流軸 

 

⼈の流れを伴い，⽔と緑の拠点間及び中⼼市街地を連続した緑で結ぶ軸を「緑の連結軸」とします。 

■深⼤寺・神代植物公園周辺と多摩川河川敷を結ぶ軸 

緑の連結軸 
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市全体の中⼼的な役割を担う，中⼼市街地（調布駅・布⽥駅・国領駅周辺の⼀体的なエリア）では， 

【地域活性化施策①-１】エリア価値の向上に資する公共空間の新たな活⽤の検討 
【地域活性化施策①-４】機能維持，向上に資するグリーンホールの再整備の推進 
【地域活性化施策③-４】「居⼼地が良く歩いて楽しいまちなか」の形成 
【地域活性化施策④-１】地区計画や⽴地適正化計画の運⽤による多様な都市機能

の誘導 

②グリーンホールの建替え ①滞在・交流空間の創出 

【環境施策⑥-２】道路などの緑化の推進による，にぎわいと環境の調和のとれ
た都市環境の創出 

【景観施策③-６】⽔と緑の拠点間をつなぐ都市計画道路沿道等の緑化による，
緑のネットワークとしての良好な街路景観の形成 

⑥道路沿道の植栽イメージ 

【交通施策③-４】鉄道敷地の活 
【地域活性化施策③-４】京王線地 

創出 
【地域活性化施策③-5】鉄道敷地 

性に資す 

③緑道の整備 ④ 道敷地
整備

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

国領駅

B 
C 
D 

E 

F 
A 

第⼀⼩学校 

電気通信⼤学 

⼋雲台⼩学校 

第⼆⼩学校 

市役所 
G 

H J

調

■中⼼市街地のまちづくり 

ぬりかべ案
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整備が進んだ都市基盤等を活かし，本計画に⽰す施策を実施します。（   は今後整備予定の施策です） 
  

A 駅前広場の整備 B 再開発事業 

C ⼤規模商業施設 D 再開発事業 

E ⼤規模商業施設 F 再開発事業 

【国領駅周辺のまちづくりの状況】 

G 駅前広場・都市計
画道路の整備 

H ⼟地区画整理事業 

I 駅舎・駅前広場の
整備 

J 再開発事業 

【布⽥駅周辺のまちづくりの状況】 

■整備が進んだ都市基盤等 
【調布駅周辺のまちづくりの状況】 

⽤等による歩いて楽しい歩⾏空間の創出 
下化後の鉄道敷地におけるにぎわいや交流の 
 
を活⽤した緑道や旧甲州街道沿道における回遊 
る建築や景観などのルールづくりの検討 

⽔⽊ゾーンの整備 ⑤⻤太郎ひろばの整備 

第六中学校 

国領⼩学校 

第⼆⼩学校 

I 

J 

調布警察署 
調布郵便局 

第七中学校 

出典︓都市再⽣整備計画（令和５（２０２３）年３⽉） 
   ⼟地利⽤現況調査（平成２９（２０１７）年度） 

ぬりかべ案内板 
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・⽊陰にベンチを配置し,広場利⽤者の憩いの場を創出します。 
・イベント空間を配置し,まちのにぎわいを創出します。 
・南北ロータリーに上屋を設置し,通⾏やバス待ちの際に 

⾬に濡れずに利⽤できるようにします。 
・⾃転⾞通⾏ルールを定め,歩⾏者の安全性と快適性を確保 

します。 

ウォーカブルなまちづくり 

調布駅前広場について，関係機関との協議や市⺠参加を実施しながら，調布駅前広場整備計画図
を決定しました。 

交通ロータリーの整備による交通結節点機能の向上と，市⺠が利⽤できるイベント空間及び災害
時への対応等を兼ね備えた環境空間としての広場機能の創出に向け，この整備計画図を基に，整備
を進めています。 

また，京王線地下化後の鉄道敷地についても，平成２８（２０１６）年３⽉に策定した鉄道敷地
整備計画に基づき，整備を進めています。  

出典︓鉄道敷地整備計画（平成２８（２０１６）年３⽉） 

【鉄道敷地整備計画 ゾーニング図】 

■中⼼市街地のまちづくり 

出典︓EKIHIRO タイムズ第６号（令和５（２０２３）年５⽉） 

⽔⽊ 
ゾーン 

・地域資源の魅⼒の向上と積極的な活⽤により，市⺠がまちに愛着と誇りをもち，多くの来訪者からも訪れたいと思わ
れる，にぎわいのあるまちづくりとして市の地域資源である⽔⽊キャラクターを活⽤します。 

・旧調布駅舎が位置していたことや，隣接してシネマコンプレックスが建設されたことから，鉄道・映画・映像関連を
イメージしたデザインについても活⽤します。 

映画 
ゾーン ・「映画のまち調布」の特⾊を活かした，調布のまちの魅⼒の向上，地域活性化を図ります。 

情報 
発信 

ゾーン 
・調布のまちの様々な魅⼒を市内外に積極的に発信する場とします。 
・都⼼の緑空間を基本とした⼈々が集えるスペースなどの創出を⾏います。 

健康 
ゾーン 

・都市の緑を積極的に創出するための緑化につながる活動を⽀援するとともに，緑豊かな都市空間を散策しながら気軽
に健康づくりが⾏える場を創出し，市⺠の健康づくりへの活動を⽀援します。 

【調布駅前広場整備計画図】 

 
・イベントの利⽤だけでなく災害時も利⽤できるオープンな空間とし,様々な場

⾯で活⽤できる電源や⽔道を設置します。 
・⼀部の街路灯は蓄電機能のあるものを設置し,災害時でも歩⾏者等の安全性を

確保します。また,災害時に携帯電話等の充電ができる USB ポートを備えた
街路灯を採⽤します。 

・だれもが安全・安⼼に利⽤できるトイレを設置します。また,災害時にも使⽤
できる仕様を検討します。 

フェーズフリーな広場 

 
・樹⽊を植え,地球温暖化の緩和に寄与します。 
・ミストの設置や遮熱機能のある舗装材の活⽤により,

ヒートアイランド現象の緩和に貢献します。 
・街路灯は,ソーラーパネル併設型のものや LED 照明を

採⽤し, 使⽤する電⼒量を抑制します。 

ゼロカーボンシティに向けた取組 

 
・誘導⽤ブロックの配置は,視覚障害者団体等と意⾒交換やまちあるきを⾏いな

がら決定しました。 
・歩道舗装は,障害のある⽅々のご意⾒を踏まえ,誘導⽤ブロックとの輝度差を

確保できる⾊味や材質の選定を⾏いました。 

インクルーシブな空間  
・ベンチの⾼さや形状等は,障害のある⽅でも

利⽤しやすいデザインとします。 
・だれでも容易に認識・理解しやすい公共サイ

ン整備を進めます。 

ユニバーサルデザインの配慮 

【憩いの場 
・イベント広場】

【ミストのイメージ】

出典︓株式会社 Do SCIENCE 
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 中⼼市街地の各駅周辺においては，以下の地区計画に基づく取組を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【調布駅周辺地区地区計画】 
 

【布⽥地区地区計画】 
 

【国領駅周辺地区地区計画】 
 

業等による⼟地の有効・⾼度利
⽤を図り，商業・業務機能や都
市型住宅の⽴地を誘導するな
ど，商業・業務・⽂化・居住等
の⽣活機能がバランスよく整え
られた，⾝近な⽣活圏の中⼼と
して魅⼒ある市街地の形成を⽬
指します。 

【地区計画の⽬標】 
本地区は，市の⾏政・⽂化・コミュニティの中⼼地であると
ともに，多摩地域内の主要な⽞関⼝，交通ターミナルにふさ
わしい広域的な拠点としての整備が⾒込まれています。この
ため，道路等の都市基盤施設の整備の促進と市街地再開発事 

【地区計画の⽬標】 
本地区は，中⾼層マンションなどの開発が進むなど市街化
傾向が⾼まっており，このまま計画的なまちの誘導をしな
ければ，無秩序な市街地が形成されることが懸念されてい
ます。 このため，保存樹⽊や⽣産緑地

等を尊重した緑豊かでうるおい
のある住宅市街地を基本としつ
つ，⽇常⽣活に密着した商業・
業務施設や良好な居住環境を保
った都市型住居の誘導を図り，
地区全体が魅⼒的で安全・快適
なゆとりある市街地形成を⽬指
します。 

【地区計画の⽬標】 
本地区は，市の中⼼市街地の東に位置し，商業，住宅，業務，
⽂化，コミュニティなどの機能を備えた魅⼒的な市街地環境の
形成が求められています。 

⼀⽅，野川をはじめとした周辺の⾃
然環境と調和した緑豊かなゆとりあ
る住環境も求められています。この
ようなことから，「緑豊かで，⼈に
やさしく，にぎわいあふれるまち・
国領」を⽬指します。 

平成 11(1999)年 11 ⽉ 18 ⽇決定 
平成 28(2016)年 5 ⽉ 25 ⽇最終変更 

平成 15(2003)年 3 ⽉ 31 ⽇決定 
平成 28(2016)年 5 ⽉ 25 ⽇最終変更 

平成 16(2004)年 10 ⽉ 29 ⽇決定 
平成 28(2016)年 5 ⽉ 25 ⽇最終変更 

※新たな地区の⽬標や⼟地利⽤の⽅針を⽰す（仮称）調布駅周辺地区街づくりビジョンを策定予定 
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農の⾥の⼀つである染地・布⽥地域については，史跡下布⽥遺跡が所在しており，貴重な歴史資

源とともに，武蔵野の原⾵景として後世に受け継いでいくため，周辺の都市農地や布⽥崖線縁辺の
緑と⼀体となった保全・活⽤に向けた取組を進めています。本計画の施策に基づく取組内容につい
ては，下図のとおりです。 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

【環境施策②-１】下布⽥遺跡などでは，地域の特性に応じて市⺠の憩いの場となる公園・緑地の整備を進め
るとともに，持続可能な維持管理やにぎわい空間の創出等の使い⽅等を検討します。 

【景観施策①-１】豊かな⾃然と武蔵野の⾯影が残る良好な景観を計画的に保全していきます。 

                     

                     

■下布⽥遺跡整備の推進【農の⾥ 染地・布⽥地域】 

【整備テーマ】 
みんなで育む・感じる・発⾒する

縄⽂のふるさと 
・遺跡の保存と活⽤は，布⽥崖線

縁辺に残された⾃然環境の切り
離すことができず，⼀体的な取
組が不可⽋ 

・史跡公園として整備されること
で，縄⽂時代に思いをはせると
同時に，⾃然豊かなふるさと調
布の地域資源としても理解が広
がり，市⺠をはじめ多くの⼈が
関わりをもちつつ次世代への受
け継いでいく 

【史跡下布⽥遺跡整備基本計画 ⿃観図】 

史跡下布⽥遺跡の整備と⼀体となった周辺の緑の保全・活⽤ 

・下記の整備テーマを掲げ，縄⽂時代という⽇本における歴史の基層部分を，あたかも「ふるさと」の
ように学び・感じ取るといった意味を込めて，だれもがやすらぎ，何度も訪れたくなる，くつろぎの
ある公園づくりを⽬指します。 

武蔵野の原⾵景の創出と未来への継承 

・開放型の公園として，崖線を眺め，ウォーキングや⾃然散策にも利⽤しやすい，⽇常的に親しまれる
住宅地の中のオープンスペースとして整備します。 

・史跡の⼀部には未公有化の⼟地があるため，公有化完了前の「短期整備」と，完了後の「中期整備」
に分けて段階的に整備を進めます。 

―整備ゾーニング（短期整備）― ―整備ゾーニング（中期整備）― 

【整備ゾーニングの設定】 
・ガイダンスゾーン︓史跡の維持管理や活⽤事業の拠点（史跡公園の導⼊部） 
・遺跡体験ゾーン︓歴史学習の場，体験学習の場として公開・遺構を複製展⽰ 
・⾃然ふれあいゾーン︓縄⽂⼈の植物利⽤や⽣活環境を学ぶ場として活⽤ 
・交流広場ゾーン︓市⺠が憩えるオープンスペース，イベント等の多⽬的広場として活⽤（暫定整備） 

出典︓史跡下布⽥遺跡整備基本計画（令和３（２０２１）年３⽉） 

出典︓史跡下布⽥遺跡整備基本計画（令和３（２０２１）年３⽉） 
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５．北部地域 
■地域の特性 

北部地域は，深⼤寺周辺の国分寺崖線，神代植物公園及び野川などの⽔と緑に囲まれた武蔵野の⾃然
が残された地域です。 

⼈⼝の状況については，微増傾向にあり，０〜１４歳の若い年齢層の⼈⼝構成⽐が４つの地域の中で
も最も⾼くなっており，市の中でも⽐較的若い世帯の居住地域となっています。 

また，⼟地利⽤の状況については，４つの地域の中で，⼟地利⽤⾯積のうち農⽤地の構成⽐が約６％
と最も⾼い⼀⽅で，商業⽤途では約５％と最も⼩さくなっています。 
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北部

南部

⻄部

東部

市全体

公共 住宅 商業 ⼯業 農業 農⽤地 その他

【⼟地利⽤⾯積の構成⽐】 

出典︓調布市 都市計画基礎調査（平成３０（２０１８）年） 

【地区別の⼈⼝推移】 【地区別⼈⼝指標】 

46,364 47,791 48,632 49,829 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成２２年 平成２５年 平成２８年 令和３年

東部 ⻄部 南部 北部

（⼈）

出典︓調布市統計書（令和３（２０２１）年） 

出典︓調布市統計書 

  
人口 

（人） 

世帯数 

（戸） 

人口構成比（％） 

0～ 

14 歳 

15～ 

64 歳 

65 歳 

以上 

東部 58,998 31,151 12.3 66.9 20.8 

西部 41,479 20,894 13.1 65.4 21.5 

南部 83,248 43,810 11.4 65.7 22.8 

北部 49,829 22,502 14.3 63.7 22.0 

全体 233,554 118,357 12.6 65.6 21.9 
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■まちの現状・課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通︓バス等の地域公共交通の充実 

環境︓深⼤寺・佐須地域環境資
源保全・活⽤基本計画の推進 

環境︓都市農地の計画的な保全 

住環境︓⽊造住宅密集地域に
おける安全な住環境の形成 

住環境︓⽣活利便施設の
充実 

地域活性化︓豊かな⾃然
環境を活かした新たなラ
イフスタイルへの対応 

環境︓農の⾵景育成地区の指定 

交通︓歩⾏空間の安全確保 

地域活性化︓特別⽤途地
区指定，街づくり協定に
基づいたまちづくり 

交通︓⽩鳳院建⽴に向けた
周辺環境の整備 

交通︓都市計画道路
の計画検討 

⼟地利⽤の規制・誘導
等の検討と合わせた深
⼤寺⽼⼈憩の家跡地活
⽤の検討 

現状    課題 
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■都市施設等現況図 

 

 

  



192 
 

■北部地域のまちづくり⽅針 

（１）まちづくりの目標 

歴史・景観を保全し，武蔵野の⽔とみどりの 
歩きたくなるまちをつくろう 

（２）まちづくりの基本的考え方 

① 地域を特徴付ける拠点をつくる 
都市機能の集積状況，⼟地利⽤現況及び関連する諸計画を踏まえ，北部地区⼀部周辺を「⽣活拠
点」，深⼤寺・神代植物公園周辺を「⽔と緑の拠点」，都⽴神代植物公園などを「防災拠点」，
深⼤寺北部地域及び深⼤寺・佐須地域を「農の⾥」と位置付け，各拠点の育成と強化を図りま
す。 

② 拠点をネットワークで結ぶ 
都市計画道路などを都市の⾻格を成す「交流軸」，野川の⽔の⾻格を担う河川を「⽔の軸」，国
分寺崖線の連続した緑を「崖線の軸」，⽔と緑の拠点間を結ぶ軸を「緑の連結軸」として位置付
け，これらを有機的に連結することにより，各拠点間のネットワークの強化を図っていきます。 

  

【深⼤寺】 【深⼤寺・佐須地域】 

【都⽴神代植物公園】 【ブランチ調布】 



193 
 

（３）将来の地域構造(P182 参照) 

① 歴史・武蔵野の景観，⽔などの北部地域の特性を活かした拠点づくり 
⽣活拠点 

＜北部地区⼀部周辺＞ 
豊かな⾃然環境と調和したゆとりある居住環境の保全を図るとともに，農住近接を活かした交

流の場や農産物の販売など，⽇常⽣活の利便性や移動⼿段が確保された拠点を形成します。 

⽔と緑の拠点 

＜深⼤寺・神代植物公園周辺＞ 
市の魅⼒である豊かな⾃然と景観を将来にわたり守り育てていくとともに，⼈々のふれあいや

交流・多様な活動の受け⽫となりうる拠点を形成します。 

防災拠点 

＜都⽴神代植物公園及び⾃由広場並びに神代中学校・上ノ原⼩学校周辺＞ 

広域避難場所を中⼼に，安全・安⼼に避難できる拠点を形成します。 

農
みのり

の⾥ 

＜深⼤寺北部地域及び深⼤寺・佐須地域＞ 
豊かな農地環境を活かし，市⺠と農のふれあいの場づくりや⽤⽔路の回復を⽬指すとともに，

屋敷林や社寺林等の緑を保全していくことで，武蔵野の⾯影を感じさせる緑農住が融合した農景
観を形成します。 

② ⽣活の利便性を確保する交流軸の形成 

交流軸 

＜武蔵境通り及び鶴川街道＞ 
都市間アクセスの強化や経済の活性化に資する軸を形成します。 

③ 北部地域の個性をはぐくむ⽔と緑の軸の形成 

崖線の軸 

＜国分寺崖線＞ 
崖線緑地の保全等により，美しい景観や⾃然を感じながら回遊できる歩⾏者動線を活かし，⾝

近に緑に親しみ，⽣態系に配慮した脱炭素・循環型のまちづくりの実現に資する軸を形成します。 

緑の連結軸 

＜深⼤寺・神代植物公園周辺と多摩川河川敷を結ぶ軸＞ 
深⼤寺周辺の「⽔と緑の拠点」と，調布駅周辺の「中⼼拠点」間において都市計画道路の整備

にあわせた街路樹の植栽等の緑化を推進することで，⼈の流れを伴う⽔と緑の拠点間及び中⼼市
街地を結ぶネットワークとしての連続した緑の軸を形成し，快適でうるおいを感じられる軸を形
成します。 

⽔の軸 

＜野川＞ 
河川沿いの遊歩道等により，⼈の流れを伴う⾝近に⽔に親しめる軸を形成します。 
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（４）実現に向けた施策 

【交通】 

  

⽅針①︓魅⼒ある都市計画道路の整備を推進します 
⽅針②︓道路の維持管理に関して住⺠参加の仕組みをつくります 

■対象箇所 調布 3・２・６号調布保⾕線（武蔵境通り），調布 3・4・９号⼊間蛇久保線 
調布 3・4・１１号柴崎駅下⽯原線（佐須街道），調布 3・５・１２号深⼤寺線（深⼤寺通り） 
調布 3・4・１４号緑ケ丘深⼤寺線，調布 3・4・１５号新川神代緑地線 
調布 3・4・１８号狛江銀座吉祥寺線（原⼭通り），調布 3・4・２６号多摩川三鷹線 
調布 3・4・３０号調布駅深⼤寺線 など 

①②-１ 道路ネットワークを形成するため，地域内の都市計画道路の整備を推進・促進します。 

①②-２ 渋滞緩和，防災性の向上，通過交通の抑制など，まちづくりの視点で優先度が⾼い道路から重点的整備を⾏
います。また，その効率性や必要性を考慮しつつ，位置付けの⾒直しを⾏います。 

①②-３ 良好な⾃然環境・街なみ景観に配慮した都市計画道路の整備を推進・促進します。 
①②-４ 都市計画道路の整備に当たっては，ユニバーサルデザインの考え⽅を踏まえ，すべての⼈が使いやすいよう

に，段差の解消等を検討します。 
①②-５ 交通量が多く歩道が狭い道路については，建替えと合わせた壁⾯後退等の都市計画制度等を活⽤し，歩⾏者・

⾃転⾞の安全に配慮した検討を⾏っていきます。また，⾃転⾞の利⽤マナーの向上に向けたルールづくりや
意識啓発等の取組を推進します。 

①②-６ 道路の機能の⼀つである緑多くゆとりある空間を，住⺠参加のもとで保全・創出していきます。 

①②-７ ⼩学校や中学校周辺の通学路等においては，速度規制の検討など，歩⾏者の安全性を確保し，安⼼して通学
できる環境を整えます。 

①②-８ 地域ボランティアによる⾃主的な活動の⽀援をはじめ，道路整備後における道路の維持管理に関する住⺠参
加について検討していきます。 

⽅針③︓⾞と歩⾏者が共存できる安全な⽣活道路等の整備を推進します 
⽅針④︓住宅開発に伴う周辺地区への影響に配慮したみちづくりを推進します 

■対象箇所 ⽊造住宅密集地域 など 

③④-１ 狭あい道路や⾏き⽌まり道路の解消を推進し，街路灯の設置など危険な道路の改善を検討します。 

③④-２ ⽣活道路等は，あらゆる利⽤者の視点に⽴ち，ユニバーサルデザインの考え⽅を踏まえた整備を進めます。 

③④-３ ⽣活道路の安全性を確保するため，⾞のスピードを抑制する表⽰や交通安全施設の計画的な更新，外側線等
を明確に表⽰するなど，安全⽅策を検討します。 

⽅針⑤︓環境負荷の少ない公共交通の充実を図ります 

⑤-１ 多摩地域の主要都市間の連携と利便性の向上を図るとともに，ゼロエミッションビークル(ZEV)等の導⼊を視
野に⼊れ，脱炭素社会に向けた公共交通体系の充実を図ります。 

⑤-２ デマンド交通の導⼊等により公共交通の充実を図るとともに，シェアサイクルの活⽤等により，地域の回遊性
を⾼めます。 
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【環境】 

⽅針①︓地域に残る⾃然環境と歴史・⽂化を継承し，その有効活⽤を図ります 
⽅針②︓残したい⾃然環境を再認識し，それぞれに応じたきめ細かな⼯夫をしていきます 

■対象箇所 国分寺崖線，深⼤寺周辺 など 
①②-１ 深⼤寺周辺の雑⽊林や国分寺崖線の連続した緑を保全していきます。 

①②-２ 崖線付近の湧⽔を確保するため，⾬⽔の浸透性の向上に努めます。 
①②-３ 農業⾼校神代農場に残されている緑や湧⽔を保全し，環境教育，環境学習の場として活⽤を図ります。 
⽅針③︓市⺠の憩いの場となる公園・緑地の整備を進めます 

■対象箇所 農の⾥（深⼤寺・佐須地域），神代植物公園，深⼤寺周辺 など 
③-１ 地域の特性に応じて市⺠の憩いの場となる公園・緑地の整備を進めるとともに，持続可能な維持管理やにぎわ

い空間の創出等の使い⽅等を検討します。また，深⼤寺・佐須地域の農の⾥における農地について，保全・活
⽤を進めます。 

③-２ 農の⾥などにおいては，利⽤者の視点に⽴った安全・安⼼な公園・緑地づくりを推進します。 

③-３ 深⼤寺周辺の観光資源の保全のため，利⽤者のマナーの啓発活動を推進します。 
⽅針④︓河川の親⽔化を推進し，安全な憩いの場となる河川環境づくりに取り組みます 

■対象箇所 野川 

④-１ 河川の動植物の⽣息環境を守り，⾃然・親⽔に配慮した河川環境を形成します。 

④-２ 野川沿いの美しい桜並⽊の保全を⾏います。 
⽅針⑤︓都市農業を継続できる仕組みづくりと合わせて，周辺環境と調和した都市農地の保全に取り組み

ます 
■対象箇所 農の⾥（深⼤寺北部地域，深⼤寺・佐須地域） など 

⑤-１ 防災や景観保全等といった多⾯的な機能を有する都市農地については，周辺環境と調和するように計画的な保
全の検討を進めます。また，ＪＡや地元商店街等との連携により，農産物の地産地消に向けた取組の検討を進
めます。 

⑤-２ 農業体験ファーム等を活⽤した市⺠と農のふれあいの場づくりに努めます。 

⑤-３ 武蔵野の⾵景を残す屋敷林の保全を⽀援していきます。 

⑤-４ 深⼤寺・佐須地域環境資源保全・活⽤基本計画の対象区域(農の⾵景育成地区)では，農業者や⽣産者が農業を
継続できるよう⽀援するとともに，都市計画制度等を活⽤した都市農地の計画的保全について研究します。 

⽅針⑥︓⾃然とふれあう，⽔と緑のネットワークづくりを進めます 
■対象箇所 調布 3・２・６号 調布保⾕線（武蔵境通り），調布 3・4・１１号 柴崎駅下⽯原線（佐須街道） 

調布 3・4・２６号 多摩川三鷹線，調布 3・4・３０号 調布駅深⼤寺線 など 
⑥-１ 崖線の緑や歴史・⽂化と⼀体となった緑を守り，⾝近な⽔辺空間と緑の空間を結ぶ⽔と緑のネットワークを形

成していきます。 
⑥-２ 野川，国分寺崖線などを巡る回遊ルートとして，⽔と緑のネットワークの整備を検討していきます。 

⽅針⑦︓市⺠・事業者・⾏政（市）による脱炭素・循環型社会の実現に取り組みます 
■対象箇所 調布３・４・３０号線，⽣活拠点（北部地区⼀部周辺），特⾊ある地域資源を有する拠点 

⑦-１ 市街地における暑熱対策として，公共施設や教育⽂化施設などの屋上緑化，壁⾯緑化やグリーンインフラの考
え⽅を踏まえた取組を推進していきます。 

⑦-２ 道路等の緑化を推進し，にぎわいと環境の調和のとれた都市環境を創出します。 

⑦-３ 地区計画等による都市計画制度や，市⺠緑地制度等を活⽤した緑化を推進します。 

⑦-４ リサイクルセンター新施設の整備に当たっては，さらなるリサイクル率の向上を図り，資源循環型社会を実現
するうえで基幹的な施設となるように整備します。 
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【福祉】 

 

⽅針①︓すべての⼈にとって住みやすいまちづくりを推進します 
①-１ 歩道の凹凸をなくし，段差の解消に努めるとともに，休憩できるベンチを設置するなど，安全・快適な道路の

整備に取り組みます。 
①-２ 交通機関相互の結節機能を強化し，すべての⼈の移動の円滑化が図れるように努めます。 

①-３ ⾼齢者や障害のある⽅が使いやすいミニバスの導⼊など，公共交通機関の充実を図ります。 

①-４ すべての⼈が集える憩いの空間として，広場や公園の整備を推進します。 

①-５ バリアフリー住宅の建設を促進し，すべての⼈が使いやすい住宅の供給を促進します。 

⽅針②︓ユニバーサルデザインをもとに，すべての⼈が安⼼して使える施設の整備を⽬指します 
■対象箇所 深⼤寺周辺 など 

②-１ 既存公共施設や新たに整備する公共施設等では，ユニバーサルデザインの考え⽅を踏まえ，すべての⼈が使い
やすいものとします。 

②-２ 深⼤寺周辺等の観光拠点における，親しみやすい公共サインの整備等により，市⺠や来訪者の回遊性の向上を
図ります。 

⽅針③︓市⺠と地域と市の協働により，⾼齢者や障害のある⽅など，すべての⼈が安⼼して暮らせるまち
づくりを進めます 

③-１ すべての⼈が利⽤しやすい施設とするため，市⺠と地域と市の協働により，⾼齢者や障害のある⽅などの意⾒
が反映できる仕組みづくりを検討します。 
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【防災】 

  

⽅針①︓震災に備えた道路や避難広場の整備改善を推進します 
■対象箇所 都市計画道路調布 3・２・６号調布保⾕線（武蔵境通り）， 

調布 3・4・１１号柴崎駅下⽯原線（佐須街道），調布 3・4・２６号多摩川三鷹線など） 
神代植物公園，神代中学校，上ノ原⼩学校，⽊造住宅密集地域 など 

①-１ 災害の被害を最⼩限にとどめるため，道路幅員の確保や沿道建築物の不燃化を⾏うなど，延焼遮断機能の向
上を推進します。 

①-２ 避難・救援路となる道路を優先的に整備します。 
①-３ 避難場所としてのオープンスペースの確保や地域間連携及び多様なニーズに応じた避難所等の整備・運営を

促進し，安全・安⼼に避難できる環境の整備を進めます。また，⺠間施設の⼀部スペース等を活⽤し，帰宅
困難者が⼀時滞在できる施設の確保を進めるとともに，避難⽣活に配慮が必要な⾼齢者や障害者等を受け⼊
れる福祉避難所の確保に努めます。 

①-４ 下⽔道施設などライフラインにおいて，予防保全型の維持管理を持続的に進めていくとともに，耐震化等を
図ることで，防災機能の向上を促進します。 

①-５ 防⽕貯⽔槽，防災備蓄倉庫など防災関連施設の充実を図るとともに，適切な管理を⾏います。 

①-６ 公共施設や住宅など建築物の耐震性，不燃性の向上を図ります。 

①-７ ⽊造住宅密集地域などの狭あい道路や⾏き⽌まり道路の改善を⾏い，消防活動困難区域の解消に努めます。 

①-８ 都市防災機能を強化するため，市道については，調布市無電柱化計画に基づき，優先整備路線として位置付
けた路線から無電柱化を進めます。なお，都道及び国道については，無電柱化を促進します。 

⽅針②︓⽔害に強いまちづくりを推進します 
■対象箇所 野川，農の⾥（深⼤寺北部地域，深⼤寺・佐須地域） など 

②-１ 野川などでは，突発的な豪⾬にも対処できる河川・⽔路環境の整備や農地の貯⽔機能を活かした排⽔路や河
川への流出の抑制等，洪⽔被害の軽減に向けた取組について検討します。また，内⽔氾濫への対応として，
公共施設の更新に当たっては，⾬⽔貯留・浸透施設の整備について検討します。 

②-２ 農の⾥などにおいては，⾬⽔の浸透を図る公園，畑や緑地など，流域のオープンスペースを確保し，⾬⽔の
流出を抑制します。また，農地の貯⽔機能を活かして排⽔路や河川への流出を抑制する等，洪⽔被害の軽減
に向けた取組について検討します。 

②-３ 公共や⺠間により新たな⼟地利⽤を図る際には，⾬⽔貯留・浸透施設等の⾬⽔流出抑制施設の整備を促進し
ます。 

⽅針③︓防災の意識を⾼め，地域連携の充実を図ります 
③-１ 地域の防災意識の向上を図り，⾃主防災組織の設置⽀援等の地域の共助による防災体制づくりを促進し，被

災時の被害拡⼤防⽌に努めます。 
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【住環境】 

     

⽅針①︓地域環境にふさわしい，快適な住環境を確保します 
■対象箇所 農の⾥（深⼤寺北部地域，深⼤寺・佐須地域） など 

①-１ 良質な住宅・住環境の確保のため，敷地⾯積の最低限度や壁⾯の位置の制限などに関するルールづくりを積極
的に⾏っていきます。 

①-２ 中⾼層住宅などの建設では，周辺の住環境の悪化を招くことがないように，ルールづくりに取り組みます。 

①-３ ⾼齢者や障害のある⽅に配慮した住宅の供給を⾏うとともに，公益的施設等のユニバーサルデザインについて
も配慮します。 

①-４ 環境との共⽣を図るため，ZEH 等の省エネルギー住宅や宅地内緑化，保⽔機能の向上など，環境に配慮した住
宅の普及拡⼤を促進します。 

①-５ 清潔で快適な都市環境の形成を図るため，市⺠，事業者及び⼟地所有者並びに市は，協働して都市美化を促進
します。 

①-６ 住宅と⼯場が混在する地域では，地区計画等の都市計画制度等を活⽤し，住宅や⼯場などが共存できる住環境
づくりを促進します。 

①-７ 農の⾥などにおいては，緑農住が調和したまちづくりを推進します。 

①-８ ⽂教研究施設や⼤規模⺠間施設等と調和を図りながら，良好な住環境を形成します。 

①-９ 情報発信等を通じて，空き家等の発⽣予防や適正管理を促進します。 

⽅針②︓だれもが安全・安⼼に住み続けられる持続可能な住環境の形成を⽬指します 
■対象箇所 ⽊造住宅密集地域 など 

②-１ ⽊造住宅が密集し，狭⼩宅地や⾏き⽌まりの道路が多い地域では，狭あい道路の解消に向けた建替えによる壁
⾯後退や不燃化を促進する等，都市計画制度の活⽤等による改善に向けた検討を進めます。 

②-２ 建築物の耐震性・不燃性の向上を図り，周辺環境と調和した良好な住環境を形成します。また，建築物の敷地
⾯積の最低限度の導⼊等による延焼防⽌等も検討します。 

②-３ 街路灯や防犯カメラの設置等の防犯対策の推進による，安全・安⼼な居住環境の形成を図ります。 

②-４ 適正なマンション管理の推進等により，持続可能な住環境の形成を図ります。 

②-５ ⽼朽化や腐朽化が進み危険な特定空き家については，適切な維持管理を⾏われるよう対策を講じます。 

⽅針③︓地域のふれあいと憩いの場づくりを図ります 
③-１ 空き家等の既存ストックを活⽤し，地域の⽅の居場所となる⾝近なコミュニティ施設の配置を検討していきま

す。 
③-２ 地区協議会等の市⺠団体の活動⽀援等により，地域コミュニティの創出を⽀援し，若者にも魅⼒あるまちの活

性化，幅広い世代が暮らすまちづくりを推進します。 



199 
 

【景観】 

  

⽅針①︓武蔵野の⾯影を残す⾃然環境を活かした景観形成を図ります 
■対象箇所 国分寺崖線，野川，神代植物公園，農の⾥（深⼤寺北部地域，深⼤寺・佐須地域），深⼤寺周辺 など 

①-１ 深⼤寺周辺などにおいては，豊かな⾃然と武蔵野の⾯影が残る良好な景観を計画的に保全していきます。 

①-２ 地域に残された貴重な⽥園⾵景を計画的に保全していきます。 

①-３ 市⺠活動⽀援等により景観意識の醸成を図るとともに，地区計画等の都市計画制度の活⽤等により，地域の特
性を活かした良好な眺望を後世に伝えていきます。 

①-４ 市⺠参加と協働の仕組みづくりを検討し，河川の⾃然景観を周辺地域とともに⼀体的に保全していきます。 

⽅針②︓歴史的・⽂化的資源を活かした景観形成を図ります 
■対象箇所 深⼤寺周辺，神代植物公園，調布 3・５・１２号深⼤寺線（深⼤寺通り） 

調布 3・4・３０号調布駅深⼤寺線 など 
②-１ 豊かな⾃然環境と，歴史的・⽂化的資源の景観形成のネットワーク形成により，交流⼈⼝の増加や回遊性の向

上を図ります。 

②-２ 調布市深⼤寺地区街なみ整備基本計画に基づく街なみ環境整備事業を推進します。 

⽅針③︓良好な街なみ景観の形成を図ります 
■対象箇所 深⼤寺周辺 など 

③-１ 地区計画等による都市計画制度等の活⽤により，地区の特性に応じた建築物や屋外広告物に関するルールづく
りを進め，良好な街なみ景観を形成します。 

③-２ 建築物の⾼さは，周辺地域と調和するように規制・誘導していきます。 

③-３ 良好な街なみ景観の形成のため，無電柱化を検討します。 
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【地域活性化】 

 
 
 
 
 
 
 

  

⽅針①︓深⼤寺や神代植物公園，地域の都市農地などを活かしたまちづくりを進めます 
■対象箇所 深⼤寺周辺，神代植物公園 など 

① -１ 良好な⾃然景観が多く残されている神社仏閣，公園などの地域資源（深⼤寺周辺など）を活かし，観光ま
ちづくりの視点を取り⼊れた観光拠点としての整備を推進・促進します。 

①-２ 空き家等の既存ストックの活⽤促進等により，多様な⼈々の交流・活動を促すため，地域の⽅が集う場所づ
くりを⽀援します。 

①-３ ユニバーサルデザインに配慮した，まちの案内図及びバス停など，多様な⼈々のニーズに対応した，わかり
やすい公共サインの設置を検討します。 

①-４ 深⼤寺⽼⼈憩の家等の跡地について，地域資源を活⽤した有効利⽤を検討します。 
⽅針②︓職住融合のまちづくりを推進します 

■対象箇所 農の⾥（深⼤寺北部地域，深⼤寺・佐須地域），⽣活拠点（北部地区⼀部周辺），調布ケ丘三丁⽬周辺 など 
②-１ 市⺠農園や農業体験ファーム，農業公園等の開設や地産地消の促進など，地域の農業を活かした地域活性化

を図ります。 

②-２ 地域に密着した商店街等のにぎわいを維持・向上するとともに，公共機能・サービスの充実を検討し，歩い
て暮らせる地域の核として活性化を図ります。 

②-３ 地域に根ざした⼯場と周辺地域との調和を図り，住⼯が共存できるまちづくりを⽬指します。 

②-４ 新型感染症を契機として多様化した⼈々の働き⽅・暮らし⽅に対応するため，⺠間事業者との連携を図り，
豊かな⾃然環境を享受できる都市空間の中で，シェアオフィスやコワーキングスペースといった働く環境の
創出について検討していきます。 
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■将来地域構造図 
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■⼟地利⽤⽅針図 
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■深⼤寺・佐須地域における農の⾥づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）農の⾥の取組 
市の北部地域における「深⼤寺北部地域」及び「深⼤寺・佐須地域」，南部地域における

「染地・布⽥地域」は，調布市緑の基本計画において，農の⾥として位置付けており，武蔵野
の⾯影を感じさせる農景観の形成を図るとしています。 

農の⾥の⽔と緑豊かな景観を維持・保全するため，市では⽣産緑地等の農地環境の保全や⽤
⽔路の復活，屋敷林や社寺林等の緑の保全，市⺠農のふれあいの場づくりなど，様々な取組を
進めています。 

（２）地域の現況 
北部地域の深⼤寺・佐須地域は，深⼤寺や神代植物公園，⽔⽣植物園の南東に位置し，国分

寺崖線の湧⽔を⽔源とする農業⽤⽔路と⽔路沿いに⽔⽥等が点在するなど都市農地が⽐較的ま
とまった形で残るほか，⾃然環境資源や歴史・⽂化資源にも恵まれている地域です。同様の地
域特性を有する深⼤寺北部地域についても，住宅地としての市街地が形成される中で，⼀定の
都市農地が集積する地域となっています。 

南部地域の染地・布⽥地域については，平成１６（２００４）年度以降，⼟地区画整理事業
が⾏われ，都市農地の宅地化が進む⼀⽅で，府中崖線の崖⾯環境が良好に保全され，かつての
ハケを思わせる景観が残る地域です。また，地域には，下布⽥遺跡があり，縄⽂⽂化から弥⽣
⽂化へと移⾏する縄⽂時代晩期の重要な遺跡として，昭和６２（１９８７）年国史跡に指定さ
れました。 

 
【農の⾥の位置図】 

深⼤寺北部地域 

深⼤寺・佐須地域 

染地・布⽥地域 
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（４）⽅針 
前項の課題認識のもと，本計画における拠点の形成⽅針を以下に⽰します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■深⼤寺・佐須地域における農の⾥づくり【農の⾵景育成地区】 

 

 

（３）地域の課題 
市街化の進展や⽣産者の⾼齢化等を背景に，⽣産緑地をはじめとする都市農地は年々減少傾

向にあり，農の⾥に位置付けている当該区域については，いかにして農地を保全しつつ，住宅
地との調和がとれた住環境を形成していけるかが重要な課題となります。 

そのため，農の⾥形成に向けた⽬標や実現化⽅策の検討に先⽴ち，下記を当該地域の課題と
して整理します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）⽅針 
前項の課題認識のもと，本計画における拠点の形成⽅針を以下に⽰します。 

 
 

 
 
 

住宅に囲まれながらも農地が集まり都市と調和した農景観を形成するエリアを「農の⾥」とします。 

■深⼤寺北部地域（北部地域）及び深⼤寺・佐須地域（北部地域） 
豊かな農地環境を活かし，市⺠と農のふれあいの場づくりや⽤⽔路の回復を⽬指すとともに，屋敷

林や社寺林等の緑を保全していくことで，武蔵野の⾯影を感じさせる，緑農住が融合した農景観を形
成します。 

農
みのり

の⾥（特⾊ある地域資源を有する地域） 

【営農⽀援】 
農業従事者の⾼齢化に伴う担い⼿不⾜や農産物の価格低下，さらには販路の減少等，農業

を取り巻く問題は深刻化しています。 

そのため，これらの課題に対応し，将来にわたり農業を継続的に⾏えるように，営農⽀援
に資する取組を推進していくことが求められます。 

【農地が持つ多⾯的な機能の発揮】 
都市農地については，消費者と⽣産者が近接しているという⽴地条件を⽣かし，「地産地

消」，「環境保全」，「防災」，「景観創出」，「交流創出」，「⾷育・教育」等の多⾯的
な機能の発揮が期待されています。 

そのため，これらの機能を⼗分に発揮し，地域の課題解決，農業の活性化に寄与する環境
や仕組みを構築していくことが求められます。 

【緑地や農地と市街地が⼀体となった環境整備】 
市街化が進む中で，緑地や農地等の⾃然が多く残る環境は，市の特⻑の⼀つと⾔えます。 

そのため，市街地と緑地・農地が共⽣する環境を⽣かし，少⼦⾼齢化や地域が抱える課題
の解決や⼈々の暮らしの質を向上する新たな価値を創出していくことが求められます。 

【農地に対する住⺠意識の醸成】 
市街地の中に多くの農地環境が残る本市においては，将来にわたりその環境を受け継いで

いくためには，農地に対する住⺠理解の浸透や農地に触れ合える機会を創出する等，いかに
して市街地と農地が共⽣していける環境を形成していけるかが重要です。 

そのため，農地に対する理解を深め，住⺠意識を醸成していくことが求められます。 
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  深⼤寺・佐須地域の農の⾥（農の⾵景育成地区を含む。）では，「深⼤寺・佐須地域環境保全・活⽤基本計画」 
こうした取組と合わせ，本計画に⽰す施策を実施しています。 

【環境施策③-１】深⼤寺・佐須地域の農の⾥における農地の保全・活⽤ 
【環境施策⑤-４】深⼤寺・佐須地域環境資源保全・活⽤基本計画の対象区域(農の⾵景育成地区)では，農業者や

⽣産者が農業を継続できるよう⽀援するとともに，都市計画制度等を活⽤した都市農地の計
画的保全について研究 

地産地消・地域農産物の 
流通・促進 

A 営農環境の確保 B 営農環境の確保 

【環境施策①②-２】崖線付近の湧⽔確保に資する⾬⽔の浸透性向上 
【景観施策①-１】豊かな⾃然と武蔵野の⾯影が残る良好な景観の計画的な保全 

C 湧⽔が流れカタクリの⾃⽣地でもある深⼤寺⾃然広場野草園 
 
 
 
 
 
 
 
 

【景観施策①-２】地域に残された貴重な⽥園⾵景の計画的な保全 
【地域活性化施策②-１】市⺠農園や農業体験ファーム，農業公園等の開設や地産地消の促進による，地域の農

業を活かした地域活性化 
 

⾥⼭⾵景の保全 D 佐須農（みのり）の家の設置 

E 農業公園の整備（南側） F 農業公園の整備（北側） 

（庭先直売所） （農業⽤井⼾） （農業⽤⽔路） 

※野草園︓昭和５６年から整備をはじめ，
昭和５９年から⼀般公開が⾏われてい
る。多摩地区に昔から⾃⽣していた植物
を中⼼に集め，保護を⽬的とした育成管
理に努め，増殖，繁殖を重ね，現在は⾃⽣
種を含め約３００種１万本以上の野草が
約４，０００㎡も植えられている。 
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に基づき，都市農地や社寺林等のまとまりのある緑や武蔵野の原⾵景の保全を進めています。 

深⼤寺 

都⽴神代植物公園 
⽔⽣植物園 

野草園 Ｃ 

深⼤寺⾃然広場 

佐須神明宮 

佐須児童館 
ふれあいの家 

Ａ 農業⽤井⼾ 
(防災兼) 

佐須公園 

佐須農(みのり)の家 

Ｄ 

南側農業公園 

北側農業公園 

カニ⼭キャンプ場 

都⽴農業⾼校神代農園場 

Ｂ 

Ｅ 

Ｆ 

出典︓深⼤寺・佐須地域環境資源保全・活⽤基本計画 
（平成２６（２０１４）年３⽉） 

※⽣産緑地地区及び市取得地は令和５（２０２３）年４⽉時点 
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